
令和７年９月４日 

福岡県感染症情報ホームページでは、 

感染症発生情報、病原体検出情報などを 

ご覧になれます。  

 

福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和７年第３５週（令和７年８月２５日～令和７年８月３１日） 

 

■ コメント 
麻しんの報告が 4件（累積報告数 20 件）ありました。麻しんは、麻しんウイルスによる急性の

全身感染症です。麻しんを疑う症状（発熱、発しん、咳、鼻水、目の充血等）が現れた場合は、
必ず事前に医療機関へ連絡し、指示に従って受診しましょう。麻しんは、非常に感染力が強く、
手洗いやマスクのみでは予防できないため、対象年齢の方は定期予防接種を受けましょう。 
■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 13 502 229 9,051 

細菌性赤痢 1 2 4 36 

腸管出血性大腸菌感染症 9 165 175 2,246 

重症熱性血小板減少症候群(SFTS) 1 4 1 142 

デング熱 1 8 5 100 

日本紅斑熱 2 8 22 380 

レジオネラ症 1 44 59 1,479 

アメーバ赤痢 2 14 2 292 

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 1 57 16 847 

後天性免疫不全症候群 1 32 11 543 

梅毒 15 500 218 9,041 

播種性クリプトコックス症 1 5 2 107 

百日咳 65 2,660 2,762 69,797 

麻しん 4 20 8 217 

■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 1,127 9.24 1.01 33,275 8.73 

インフルエンザ 56 0.46 1.12 1,183 0.31 

急性呼吸器感染症 5,336 43.74 1.02 180,714 47.57 

ＲＳウイルス感染症 195 2.79 1.77 1,790 0.77 

咽頭結膜熱 43 0.61 1.05 749 0.32 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 175 2.50 1.17 3,096 1.34 

感染性胃腸炎 476 6.80 1.27 9,469 4.08 

水痘 12 0.17 0.57 604 0.26 

手足口病 37 0.53 1.85 1,063 0.46 

伝染性紅斑（警報レベル） 275 3.93 1.04 4,809 2.07 

突発性発しん 38 0.54 1.00 778 0.34 

ヘルパンギーナ 25 0.36 1.39 2,243 0.97 

流行性耳下腺炎 4 0.06 0.67 86 0.04 

急性出血性結膜炎 2 0.08 - 9 0.01 

流行性角結膜炎 34 1.31 1.48 793 1.14 

細菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 14 0.03 

無菌性髄膜炎 2 0.13 - 33 0.07 

マイコプラズマ肺炎 8 0.53 0.62 472 0.98 

クラミジア肺炎 0 0.00 - 3 0.01 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - 2 0.00 
（※）令和 7年第 15 週からの定点医療機関の減少等に伴い、従前の警報及び注意報の基準値を直ちに当てはめるこ

とはできません。そのため、国が警報及び注意報の取扱いを検討することとしています。取扱いが示されるまで

の間、本県では従前の基準値で運用することとします。 
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